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幼年時代の記憶と集合的記憶(1)

神　谷　英　二

要旨　ヴァルター・ベンヤミンは、幼年時代にこだわり、幼年時代の記憶に特別な意味を与えて

いる。本研究は、ベンヤミンの思索を手がかりに「幼年時代の記憶は集合的記憶とどのように関

わるのか」を問う。テクストとして、『ベルリン年代記』、『1900年頃のベルリンの幼年時代』、『パ

サージュ論』を主に扱う。本研究は、２部構成であり、本論文はその前半部をなす。まず最初に、

ベンヤミンにおける子どもの特権性を明らかにする。次に、神話的世界に生きる幼年時代からの

断絶について考察し、同時に、一度断絶した幼年時代を想起する技法について論ずる。さらに、

幼年時代の記憶の場としてのHofの役割を明らかにする。その後、幼年時代の記憶と集合的記憶

のつながりを素描し、最後に、幼年時代の記憶と集合的記憶の交差を探究する上で、『ドイツの

人びと』がもつ意味を示す。

キーワード：ベンヤミン　幼年時代　記憶　集合的記憶　神話

１　はじめに

ヴァルター・ベンヤミンは、幼年時代にこだ

わった。

まず、自分自身の幼年時代、子ども時代への

言及を厖大な原稿として残している。それら

は、言うまでもなく、現在、『ベルリン年代記』、

『1900年頃のベルリンの幼年時代』（以下、『ベ

ルリンの幼年時代』と略記。）として知られて

いる作品群である。

しかしそれにとどまらない。彼は子どもの本

やおもちゃにもただならぬ関心を寄せていた。

それらを収集し、多くの文章も残している。特

に、絵本に関しては、当時ベルリンでも一、二

を争う収集を誇っており、ベルリンの出版社

が絵本に関する執筆依頼を他の収集家にした

際には大いに落胆したほどである（cf. GB Ⅱ, 

487）。また、彼が亡命の途上、フランス・ス

ペイン国境近くで自死した際に携えていた鞄の

なかにも、子どもの本があったと言われている

（cf. 丹生谷　2002）。

さらには、1929年から32年にかけて、ベンヤ

ミンは当時まだ若いメディアであったラジオの

ために、原稿を執筆し、自らマイクの前に立ち、

子ども向きの講演シリーズを放送した。そこで

は、いわば『子どものための文化史』として、

「魔女裁判」、「ファウスト博士」、「カリオスト

ロ」などヨーロッパの基本問題について語って
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いる（GSⅦ, 68ff.）。

このように、ベンヤミンは自分自身の幼年時

代にも子どもという存在者一般にも強くこだわ

り続けているのである。なぜ、ここまでベンヤ

ミンにとって子どもは特権的なのだろうか。

『パサージュ論』を踏まえて、哲学的考察と

してひとつ確かに言えることは、子どもは、進

歩を信じてやまない19世紀という時代の集合

的意識が見る「集団の夢」からの覚醒の契機と

なりうるからということである。例えば、『パ

サージュ論』では次のように述べられている。

「幼年時代にまかされた仕事とは、新たな世界

をシンボル空間のうちに組み入れることであ

る。何しろ子どもは、大人が決してできないこ

とをすることができる。つまり、新たなものを

再認識することができるからである。」[K1a, 3]

そして、この「集団の夢」からの覚醒には、幼

年時代の記憶が集合的記憶と密接に結びつき、

ベンヤミンの記憶論と歴史哲学にとって特別な

位置を占めていることが強く関わっている。

本論文の問いは、「幼年時代の記憶は集合的

記憶とどのように関わるのか」である。テクス

トとしては、『ベルリン年代記』、『ベルリンの

幼年時代』、『パサージュ論』を主要な研究対象

とする。

２　子どもの特権性

ベンヤミンにおいては、子どもは、進歩を信

じてやまない19世紀という時代の集合的意識

が見る「集団の夢」からの覚醒の契機となりう

る特権的な存在者である。先に触れた引用をも

う一度繰り返しておこう。

「幼年時代にまかされた仕事とは、新たな世

界をシンボル空間のうちに組み入れることであ

る。何しろ子どもは、大人が決してできないこ

とをすることができる。つまり、新たなものを

再認識することができるからである。」[K1a, 3]

そもそも、「新たなものを再認識する」とい

う矛盾した表現はいかなる事態を指し示すのだ

ろうか。これは、子どもは新しく登場したもの

を集合的記憶のなかにあるアルカイックなシン

ボルとして再認識するということである。これ

はいわば個人を超えた集合的なデジャ・ヴュと

も言える現象である。この点について、『パサー

ジュ論』のなかでは、次のように書かれている。

「近代的な技術の世界と、神話のアルカイッ

クな象徴の世界の間には照応関係の戯れがあ

る、ということを否定できる者がいるとすれ

ば、それは、考えることなくぼんやりものを見

ている者ぐらいだ。技術的に新しいものは、も

ちろん初めはもっぱら新しいものとして現れて

くる。しかし、すぐそれに引き続いてなされる

子どものような想起のなかで、新しいものはそ

の様相をたちまちにして変えてしまう。どんな

幼年時代も、人類にとって何か偉大なもの、か

けがえのないものを与えてくれる。どんな幼年

時代も、技術的なさまざまな現象に興味を抱く

なかで、あらゆる種類の発明や機械装置、つま

り技術的な革新の成果に向けられた好奇心を、

もろもろの古い象徴の世界と結びつけるもの

だ。」[N2a, 1]

そして、こうした新しい技術により生み出さ

れた物を「神話のアルカイックな象徴の世界」

に結びつけるという子どもの特権的機能は、成

人した者であっても幼年時代の記憶に遡ること

により果たしうるのである。

「子どもが（そして、成人した男がおぼろげ

な記憶のなかで）、母親の衣服のすそにしがみ

ついていたときに顔をうずめていたその古い衣
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服の襞のうちに見いだすもの―これこそが、

本書が含んでいなければならないものである。」

［K2, 2］（下線は神谷による）

ここにある「母親の衣服のすそにしがみつい

ていたときに顔をうずめていたその古い衣服の

襞のうちに見いだすもの」とは幼年時代の経験

そのものではない。それは記憶のなかに含まれ

ている形象のことである。この形象について、

『歴史の概念について』においては、次のよう

に述べられている。「過ぎ去った事柄を歴史的

なものとして明確に言表するとは、それを『実

際にあったとおりに』認識することではなく、

危機の瞬間にひらめくような想起を捉えること

を言う。歴史的唯物論にとっては、危機の瞬間

において歴史の主体に思いがけず立ち現れてく

る、そのような過去の形象を確保することこそ

が重要なのだ。」（GSⅠ, 695）すなわち、これ

はベンヤミンの考える歴史的唯物論における、

救済（Rettung）としての歴史認識の対象であ

る形象のことである。(神谷　2009)

もちろん、この機能は大人ならば誰でもも

ちうると言うのではない。『ベルリンの幼年時

代』「ロッジア」の冒頭で、ベンヤミンは、「生

まれたばかりの赤ん坊を目を覚まさせずそっと

抱き寄せる母のように、人生は長い間、幼年時

代のいまでもまだ、ほの柔らかなままの思い出

を、その胸に抱いている」(GS Ⅶ, 386)と述べ

ている。多くの人＝大衆は、目を覚まさないま

ま、幼年時代の記憶をただ胸に抱いたまま、い

わば眠ったままにしておくのである。しかしな

がら、歴史の主体となりうる遊歩者には、覚醒

の瞬間、「認識が可能となる今」が訪れ、「集団

の夢」から目覚める。そして、目覚めとともに

想起し、「母親の衣服のすそにしがみついてい

たときに顔をうずめていたその古い衣服の襞の

うちに」そうした形象を見い出しうるというの

である。

３　幼年時代との断絶

幼年時代の記憶について考察しようとすると

き、まずそもそも、幼年時代とその後の生とは

どのように異なるのかを研究しておく必要があ

る。

まず、『ベルリンの幼年時代』「２つの判じ絵」

のなかの記述を見てみよう。「当時、私には、

大人の世界の岸辺が、花壇の見える運河のあの

対岸と同じように、―そこへは、フロイライ

ンの手に引かれて散歩するときにも、一度も足

を踏み入れたことがなかった―たくさんの年

月の川によって、自分の知る年月から分け隔て

られているように思えていた。」(GS Ⅶ, 401)

ここには、子どもの世界と大人の世界の完全

とも言える隔絶がある。子どもは対岸にある別

の時間が支配する世界に一度も足を踏み入れる

ことはない。子どもは大人とは異なる時間・空

間を生きていたのであり、それはいわば神話的

世界である。すなわち、子どもは神話の国の住

人なのである（多木 2003a, 36）。

それでは、なぜ、子どもは神話的世界を生き

ると言いうるのか。この点について、詳細に考

えてみよう。メニングハウスによれば、神話に

おいては、「あらゆる事物や現象に、自然科学

的な観点から見た、その本来の存在や作用を大

きく超え出た意味が付与される。そこでなされ

るのは後から事物に生命を与えたり、魂を与え

たりすることではなく、むしろ内部と外部、自

己と世界、生と死といった厳然とした区分に先

立った、あるいはその彼岸にある知覚空間や生

活空間の構成である。」（Menninghaus 1986, 
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26）大人の世界には、「内部と外部、自己と世

界、生と死といった厳然とした区分」がある。

それに対して、子どもの世界はこうした区分に

先立った、まさに「彼岸」にある、神話の世界

だということなのである。*1

次に、幼年時代からの断絶の場面に視線を移

そう。『ベルリンの幼年時代』のなかに「月」

という断章がある。これは最終稿では、ベンヤ

ミン自身の手でかなり修正や変更が加えられて

いる。その最終稿では削除された部分に、幼年

時代と大人との隔たりを考える際に重要な記述

が含まれている。

「この覚醒は、それまでの覚醒とは異なり、

夢の終着点を定めるものではなく、夢が終着点

を見逃してしまったことを、そして、子どもの

私が経験してきた月の支配は私のこれ以後の全

生涯にわたって崩れ去ったことを、私にそっと

告げ知らせていた。」(GS Ⅳ, 302)

浅井も指摘するように(浅井　1997, 669)、

ここには「時間の二重化」がある。子どもは目

覚めてしまう。しかし、この目覚めは、それま

でとは異なり、夢は終着点が分からず、終わる

ことができない。もはやここにはかつての「庇

護された安らかさ」(GS Ⅶ, 385)はない。そし

て、昼の世界で彼が成長するにしたがって、ま

なざしの縮尺は変化し、物は私から離れてゆ

き、縮んでしまう(GS Ⅶ, 430)。その縮んで

いった物のなかに、終着点を見失った夢ととも

に内なる子どもが棲みつくのである。この内な

る子どもは、『ベルリンの幼年時代』に登場す

るアレゴリーを用いるならば、「とんがり帽子

を被った地の精」である「せむしの小人」であ

る。そして、「母親の衣服のすそにしがみつい

ていたときに顔をうずめていたその古い衣服の

襞のうち」へと下降してゆく、大人のまなざし

のなかに、終着点を見失った夢（幼年時代の記

憶）は、もはや絶たれたものとして、沈殿して

存在し続けることになる。

　小人は、成長したベンヤミンに対して先回り

し、「私が手に入れたものすべてのうちの半分、

忘却という半分」（ibid.）を取り立てる。しか
し、ベンヤミンは小人の姿を見ることはなく、

いつも小人がベンヤミンを見ていたというので

ある。まさに、終着点を見失った夢とともに内

なる子どもが、大人のまなざしのなかに、沈殿

して存在し続けているのである。

しかし、ベンヤミン自身がこうした幼年時代

からの断絶だけでなく、幼年時代の記憶の再獲

得をも経験していなければ、このように言った

ところで、それはただ虚しい言説であろう。そ

れでは、ベンヤミンはどのようにして、絶たれ

たものである幼年時代の記憶を再び手に入れる

ことができたのか。それはまさに、「書き留め

る者の現在」（GS Ⅵ, 471）において、自分の

経験の結果にもうひとつの切れ目を入れ、そこ

にある形象に対して、新しい、それ以前とは異

なった排列（Gliederung）を認め、この『ベ

ルリンの幼年時代』を書くという行為そのもの

によってなのであった。それでは、『ベルリン

の幼年時代』を書くという行為そのものによっ

て、幼年時代の記憶を探し当てる技法とはどの

ようなものなのか。次にこの点を考察しよう。

４　想起の技法

現在、全集第４巻にDenkbilderとしてまと

められている草稿のなかに含まれる断章「発掘

と想起」（Ausgraben und Erinnern）*2におい

て、ベンヤミンは想起する者について次のよう

に論じている｡
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「記憶は過去を探知するための用具ではなく、

むしろ媒体である｡古い都市が埋まっている大

地が媒体であるように、それは体験されたもの

の媒体である｡自分の埋められた過去に近づこ

うと思うものは、発掘する男のような態度をと

らなければならない｡特に、繰り返し同一の事

実関係にたちもどることをためらってはならな

いし、土を振りまくように、その事実関係をま

きちらし、地面を掘り返すようにその事実関係

を掘り返すことをためらってはならない｡なぜ

なら事実関係は、単なる地層にすぎず、入念な

探究によってはじめて、そこから発掘の名に値

するものを、取り出せるのだ｡つまりそれは形

象なのだが、その形象はあらゆる過去の関係か

ら切り離され、―ちょうど収集家の陳列室に

置かれた断片やトルソのように―私たちの未

来の認識という醒めた部屋に貴重品として収め

られている｡計画にしたがって発掘することも

有益である｡しかし暗い地面に用心深く、まさ

ぐるようにスコップを入れることも同じように

必要である｡発掘物の目録だけを作成し、今日

の地面に、古いものが保存されている場所を記

録しない者は、最高のものを自ら逸しているの

である｡それゆえ真の想起は、報告的になされ

るのではなく、探究するものがその想起をもの

にした場所を正確に記述しなければならないの

だ｡」（GSⅣ, 400f.）

ベンヤミンの初期言語論以来、保持されてき

た媒体としての言語という捉え方*3と同じく、

ここでは記憶は媒体と考えられている｡した

がって、想起は、不動の過去の貯蔵所を計画的

に開くという行為ではなく、何度も繰り返すべ

き探究なのである｡こうした技法を駆使するこ

とによって、ベンヤミンは、「なにもかもがま

だ意味ではなく、なにものかの合図でしかない

子供の経験が生成する深さまで、記憶を掘り進

めていった」（多木　2003a, 35）のである。『ベ

ルリンの幼年時代』を構成する短章も、こうし

た作業から取り出された形象群なのである（園

田　1994, 132）。

５　幼年時代の記憶の場―Hofの特権性

『ベルリンの幼年時代』の始まりは、「ロッジ

ア」（Loggien）である。なぜ、アドルノ稿や

アドルノ―レックスロート稿などとは異なり、

ベンヤミン自身の編集した最終稿では、それま

での「ティーアガルテン」や「ムンメレーレン」

ではなく、「ロッジア」が冒頭に置かれている

のか。この意味は決して小さくはない。

ベルリンという当時のヨーロッパ有数の大都

会に生まれ、育ったベンヤミンにとって、幼年

時代の記憶の源泉となる場所として、Hofが特

権的な位置を占めている。この特権的なHofは

単に中庭だけを意味するのではなく、中庭に面

したロッジアを含み、停車場（Bahnhof）を

も含んでいる。「都会が打ち開かれて、子ども

を立ち去らせたり、再び迎え入れたりする場所

は、さまざまなHofであった。」（GS Ⅵ, 503）*4

ここで言うロッジアは、住居の側面から外に

突き出していない屋根付きのバルコニーのこ

とであり、中庭に開け放たれ、上階のロッジ

アの床が屋根代わりになった空間である。ベ

ンヤミンの記憶にあるロッジアでは、上階を

支えているのは、古代ギリシア建築風の女像

柱（Karyatide）である。そこは邸宅の内部

と外部の中間地帯である。ここもまた、（メ

ニングハウスが指摘する、）ベンヤミンが越

境する「敷居（Schwelle）」のひとつである

（Menninghaus 1986, 34）。
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「私の幼年時代の思い出を何にもまして心優

しく育んでくれたのは、中庭への眺めだった。」

そして、成人となったベンヤミンの「想いの空

を支配している形象やアレゴリーたちも」、中

庭の風のそよぎのなかに居並んでいたというの

である（GS Ⅶ, 386）。

すなわち、ここから分かるように、ベンヤミ

ンは、「ロッジアの記憶に、子供にとっては決

定的であったふたつの世界の見えない境界を掘

りあてていた」（多木　2003a, 34）のである。

そして、「ベルリンの人々の住むという営みは、

ロッジアを境界としている。ベルリン―つま

りは都市神そのもの―は、ロッジアにおいて

始まるのである。」（GS Ⅶ, 387f.）幼年時代の

記憶は、神話的世界についての記憶である。そ

れゆえ、ベルリンに関する、ベンヤミンの幼年

時代の記憶は、いわば都市神に捧げられた神話

なのである。したがって、ロッジアはベルリン

という都市神の神話が始まる場でもあることに

なる。

そして、「ロッジアにはこの神が、自己忘却

することなく現前し続けているので、その傍ら

では、一時的なものは何であれ、地歩を確保す

ることができない。この神に庇護されていれば

こそ、場所と時間はそれぞれに我にかえり、ま

た互いに帰属し合うのだ。場所と時間は、この

ロッジアでこの神の足許に身を横たえている。」

（GS Ⅶ, 388）

「市街電車の音」や「絨毯を叩く音」など、

ロッジアにはさまざまな音があった。神話的世

界においてはこれらは単なる物理的な音ではな

く、独自の意味をもつシンボルである。「私に

はそれがまだ解読できなかった。つまり何もか

もが、この中庭では、私に送られてくる合図に

なったのだ。」（GS Ⅶ, 386）緑のブラインド

が巻き上げられる音、夕暮れ時に鎧戸がガタガ

タと巻き下ろされる音、そのなかに多くの知ら

せが解読されることのないまま封じ込められて

いたとベンヤミンは言う。子どもにとって、世

界のすべては、やがては解読しなければならな

い「判じ絵」（Ratselbild）であったのである（cf. 

GS Ⅶ, 400f.）。

また、停車場（Bahnhof）も類似の役割を

強く担っている*5。そもそも『ベルリン年代記』

や『ベルリンの幼年時代』には、停車場がしば

しば登場する。これは、『パサージュ論』でも

同様である。「私は、こういう彷徨の道すがら、

それぞれの市域も都会そのものをも併せ持つ停

車場にとりわけ親しんだのである。」（GS Ⅵ, 

472）

そして、避暑に出かける際などに、ベンヤミ

ンはベルリンという大都市そのものの「敷居」

としての停車場、Hofとしての停車場を経験す

る。「停車場―発車の際、構内が開けていく

その光景は、ひとつのパノラマであり、蜃気楼

を浮かび上がらせる枠組みであった。線路が霧

のなかで互いにひとつになっているところほ

ど、遙かな彼方はなかった。」（GS Ⅵ, 503）

ところで、幼年時代の記憶と集合的記憶の関

わりを探究する本研究にとっては、ロッジアで

の時間に関する、次の記述は決して無視しえな

いものである。

　「中庭の方に開かれている、陰の多いこの小

さな空間のなかで、時間が古びていったのだ。」

（GS Ⅶ, 387）*6

この「時間が古びていった」（Die Zeit 

veraltete）とは、いかなる意味なのか。ロッ

ジアでは時間が古びていったからこそ、「私が

自宅のロッジアで出会う午前は、すでに以前か

らずっと午前だったので、他のどこで出会う午
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前よりも、もっと午前そのものであるように思

われた。」（ibid.）もちろん、この事態は午前
だけにあてはまるのではなく、その後に続く、

１日の時間のすべてにあてはまるものである。

そして、「私がここで午前が来るのを待つとい

うことは、決してありえなかった。つねに午前

の方が、すでにそこで私を待ち受けていた。私

がそこに午前をやっと見つけ出したときには、

午前はずっと前からそこにいた。というより

も、いわば流行遅れになってしまっていた。」

（ibid.）
ここにはアルカイックなものを見つめ、再認

識するまなざしがある。そして、「過去がさし

迫る、未来を覗かせる場所」という性格がロッ

ジアにもあることが分かるのである。

こうした場所については、『ベルリンの幼年

時代』の「川獺」と題された断章のなかに、次

のような重要な洞察が示されている。

「動物園のこの片隅は、来たるべきものの特

徴を備えていた。それは予言的な片隅であっ

た。というのも、未来を覗かせる力をもってい

ると語り伝えられる植物があるが、場所にも、

同様の能力をもつところが存在するからだ。大

抵は見捨てられた場所であり、また、壁を背に

して立つ木々が梢を伸ばしているあたりだった

り、誰ひとり立ち止まることのない袋小路や前

庭だったりもする。そうした場所では、本来私

たちの眼前にさし迫っているものが、すべて過

去のものであるかのように思われるのである。」

（GS Ⅶ, 407）

「動物園のこの片隅」と同じく、ロッジアも

また大人たちにとっては、めったに使われな

い、見捨てられた場所であった。

ベンヤミンにとって重要なのは、過去への憧

憬ではない。未来の認識の光のもとで眺めら

れた記憶こそが問題なのである（多木　2003a, 

32）。そして、こういった場所では、未来が過

去のなかに隠されているという認識が可能とな

る。そして、「未来が過去のなかに隠されてい

る」とは、「未来への想起」とも言いうる事態

である。

６　幼年時代の記憶と集合的記憶のつながり

ベンヤミンは、『パサージュ論』のなかで、

集合的記憶を幼年時代と関連させて考察してい

る。

「街路はこの遊歩者を遙か遠くに消え去った

時間へと連れて行く。遊歩者にとってはどんな

街路も急な下り坂なのだ。この坂は彼を下へ下

へと連れて行く。母たちのところという訳でな

くとも、ある過去へと連れて行く。この過去

は、それが彼自身の個人的なそれでないだけに

一層魅惑的なものとなりうるのだ。それにもか

かわらず、この過去はつねにある幼年時代の時

間のままである。それがしかしよりによって彼

自身が生きた人生の幼年時代の時間であるのは

どうしてであろうか。アスファルトの上を彼が

歩くとその足音が驚くべき反響を引き起こす。

タイルの上に降り注ぐガス灯の光は、この二

重になった地面の上に、不可解な（両義的な）

（zweideutig）光を投げかけるのだ。」［M1, 2］

（下線は神谷による）（cf. 鹿島　1996, 22f.）

私がかつて詳細に論じたように（神谷　

2009）、遊歩者とは、ベンヤミンが「19世紀の

首都・パリ」に見いだした、目的をもたずに街

路を彷徨う人物像であり、それは「観察する人」

であると同時に「陶酔する人」でもある。そし

て、「集団の夢」とは、進歩を信じてやまない

19世紀という時代の集合的意識が見る夢であ
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る。群衆は、この夢から目覚めることはないが、

遊歩者には「弁証法的形象」を構成しうる商品

を通路として、「認識が可能となる今」である

覚醒の瞬間が到来しうる。この覚醒は、「想起

のコペルニクス的転回」とも呼ばれ、「歴史的

唯物論」による歴史を構成する「歴史学の新た

な弁証法的方法」となる想起でもある。そして、

遊歩者は「歴史の主体」になりうる存在者でも

ある。

すなわち、遊歩者は、「認識が可能となる今」

である覚醒の瞬間に、進歩を信じてやまない19

世紀という時代の集合的意識が見る「集団の

夢」からひとり目覚め、過去を想起する。しか

し、この過去は、彼自身の個人的な過去ではな

いのである。「二重になった地面」、これは、自

己の幼年時代の時間と自己以外の誰かの幼年時

代の時間が重なり合い融合した現象のことを指

している。これこそが、ベンヤミンにおける集

合的記憶の存在様式に関する表象のひとつであ

る。

先に挙げた断章のなかの「アスファルトの上

を彼が歩くとその足音が驚くべき反響を引き起

こす。」という一文も重要である。この文章を

解読する手がかりは、『ベルリン年代記』のな

かのデジャ・ヴュについて述べた箇所にある*7。

ベンヤミンによれば、デジャ・ヴュとは、「流

れ去った人生の暗闇のなかで、いつのときか鳴

り始めたらしい音響や叫びが谺を呼び起こし、

その谺にいま私たちが驚かされる、とでもいっ

た出来事を指しているはずなのである。」（GS 

Ⅵ, 518）そして、「瞬間がすでに体験されたも

ののように私たちの意識に入ってくるときの衝

撃は、大抵、音という形態をとって私たちを打

つ」とベンヤミンは指摘する。もちろん、ここ

では、デジャ・ヴュをこのように解釈すること

が正しいかどうかが問題なのではない。そうで

はなくて、ベンヤミンが、過去の、覚醒の瞬間

である現在への到来を音の比喩で語ろうとして

いることに注意が払われるべきなのである。そ

して、ここで語られる「反響」とは、現在にお

いて、複数の主体における幼年時代の記憶の間

に響き合うものである。

もちろん、この過去は同時に未来でもあると

いうことになる。私たちが衝撃とともに出会

う、「ひとつの身振りやひとつの言葉」、それ

らは、「未来が私たちのところに忘れていった

ものなのである。」（GS Ⅵ, 519）したがって、

これはいわば「逆向きのデジャ・ヴュ」とも言

いうる現象である（道籏 1997, 146）。

ベンヤミンにとって、『ベルリンの幼年時代』

は、自分の幼年時代への憧憬の感情を抑制すべ

く、「過ぎ去ったものの偶然的、伝記的な回復

不可能性にではなく、必然的、社会的な回復

不可能性にまなざしを向けて」（GS Ⅶ, 385）、

執筆された作品群である。そうすることで、彼

は「大都市の経験が市民階級の、あるひとりの

子どもの姿をとりつつ沈殿している、そのよう

な形象を捉えようと努めた」（ibid.）のである。
この形象こそが集合的記憶の断片なのである。

７　『ドイツの人びと』のもつ意味

幼年時代の記憶と集合的記憶の交差を探究す

る本研究にとって、実は『ドイツの人びと』は

無視しえない作品である。この著作は、ベンヤ

ミンがゲーテの死の年（1832年）を真ん中に置

き、1783年から1883年までの百年間に書かれ

た27通の書簡を選び、コメントを付したアンソ

ロジーである。その名が『ドイツの手紙』でも

『ドイツの人びとの手紙』でもなく、『ドイツの
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人びと』なのである。このことの意味は重い。

「『ドイツの人びと』と『1900年頃のベルリン

の幼年時代』は、時間的遠方としての過去の記

憶を読み、見開こうとする、そのまなざしの共

通性のなかで互いに対をなす関係にある。それ

は、他者の言葉が織りなしている過去の記憶を

読む空間と、みずからの私的な過去の記憶を読

む空間との対照関係である、と言える。」（浅井  

1997, 657）

『ドイツの人びと』の邦訳者である浅井はこ

のように述べる。しかしながら、これは表層的

すぎる分析ではないのか。手紙を読み、コメン

トをするという営みを「他者の言葉が織りなし

ている過去の記憶を読む」行為と簡単に性格づ

けてしまってよいのだろうか。浅井は次のよう

にも述べる。

「それぞれの手紙に付けられたベンヤミンの

註釈は、それぞれの＜私＞の言葉を、歴史的な

いし社会的性格を担う言葉へと変貌させる。」

そして、「このパースペクティヴのなかで、世

界の片隅に埋もれている＜私＞の言葉が、歴史

という集団の記憶と出会い、そこに―（中略）

―小さな木槌で新たな陰影を打ち出すのであ

る。」（ibid.）
『ドイツの人びと』は、27通の手紙を通して、

手紙の書き手ひとりひとりの言葉を手がかり

に、「ドイツ市民階級の偉大な典型たる人びと」

（WN10, 86）の精神の足跡を辿り、その根源

を探究する試みである。この探究の途上では、

＜私＞の言葉は、個別性を稀薄化させ、「典型

たる人びと」が発する形象へと変貌するのであ

る。

なるほど確かに、他者の言葉が織りなしてい

る過去の記憶を読む空間と、自己の私的な過去

の記憶を読む空間、この両者が相互に浸透し合

う場面がある。こうした場面にベンヤミンは敏

感に反応する。例えば、『ドイツの人びと』の

なかには次のような印象深いコメントがある。

詩人アンネッテ・フォン・ドロステ＝ヒュルス

ホフ（Annette von Droste-Hülshoff）の22歳

の折の手紙に対する註釈である。

「子どもの頃になじみ親しんでいたものが、

飾りでもいい、張り出し窓でも、本でもいい、

それが昔のまま変わらずにある姿に、いつか年

をとってから思いがけず出会ったとき、それは

私たちにぐっと近寄ってくるのだ。この手紙が

語っているものは、そうした事物にほかならな

い。そして私たちは、忘れられてしまったもの

―それは昼も夜も私たちの内部に、想起され

る用意を整えて潜んでいる―への憧れを、新

たに感じることだろう。この憧れは、あの幼年

の日々を呼び起こすものであるというよりも、

幼年の日々の谺なのである。なぜなら、この憧

れこそが、幼年時代を作り出すための素材にほ

かならなかったのだから。」（WN10, 54）

註釈の対象となっている手紙のなかには、

「自分が行ったこともない土地、自分が持って

もいないもの」に憧れるという筆者の性癖が述

べられ、「遠くの国々」、「話に聞いたことのあ

る偉大な興味深い人びと」、「遠くにある芸術作

品」、「すでに舞台を観た劇」、「以前に読んだこ

とのある本」などへ憧れる気持ちが綴られてお

り（WN10, 56f.）、この憧れを「幼年時代を作

り出すための素材」として抽出してみせるので

ある。

本研究のこれまでの考察を踏まえて、他者の

言葉が織りなしている過去の記憶を読む空間

と、自己の私的な過去の記憶を読む空間、この

両者が相互に浸透し合う場面に関して、さらに
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分析を深めるためには、『ボードレールにおけ

るいくつかのモティーフについて』のなかで、

「経験」について問いつつ述べられている以下

の洞察が思い出されるべきである。

「厳密な意味での経験が存在しているところ

では、個人的な過去のある種の内容が集合的な

過去の内容と記憶のなかで結合する。」（GSⅠ, 

611）

この洞察について探究することにより、幼年

時代の記憶と集合的記憶のつながりをより鮮明

に描きだすこと、これが本研究における次の課

題である。

（以下、「幼年時代の記憶と集合的記憶⑵」に続

く。）

凡例

⑴　ヴァルター・ベンヤミンの著作からの引用箇所は、

括弧内にGSの略号の後に、以下の全集の巻数をロー

マ数字で、頁数をアラビア数字で記す形式で示す。

　Walter Benjamin, Gesammelte Schriften, Unter 

Mitw. von Theodor W. Adorno hrsg. von Rolf 

Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser, 

Suhrkamp, 1972-1989.

　　ただし、『パサージュ論』(Das Passagen-Werk)所

収の草稿群については、整理番号により示す。

⑵　ヴァルター・ベンヤミンの書簡からの引用箇所は、

括弧内にGBの略号の後に、以下の書簡集の巻数を

ローマ数字で、頁数をアラビア数字で記す形式で示

す。

　Walter Benjamin, Gesammelte Briefe, hrsg. von 

Theodor W. Adorno Archiv, Suhrkamp, 1995-2000.

⑶　新たに刊行が開始された『作品と遺稿』からの引

用箇所は、括弧内にWNの略号の後に、巻数と頁数を

アラビア数字で記す形式で示す。

　Walter Benjamin, Werke und Nachlaß, Kritische 

Gesamtausgabe, im Auftrag der Hamburger 

Stiftung zur Forderung von Wissenschaft und 

Kultur hrsg. von Christoph Godde und Henri 

Lonitz in Zusammenarbeit mit dem Walter 

Benjamin Archiv, Suhrkamp, 2008-.

⑷　引用に際しては既存の邦訳書を参照したが、訳文

は必要に応じて神谷自身が訳し直している。

註

*1　ここでは、ベンヤミン自身が『ベルリン年代記』

や『ベルリンの幼年時代』に表現されたティーアガ

ルテンを巡る思索を「ティーアガルテン神話学」（GS 

Ⅵ, 470）とまで言っていることにも注意が払われる

べきである。

*2　Benjamin-Archiv, Ms. 929 (cf. GSⅣ, 1001)

　　これと類似の文章が『ベルリン年代記』のなかに

もある (GS Ⅵ, 486f.)。

*3　初期言語論については、私は別稿ですでに詳しく

論じた（神谷　2010）。

*4　私は、ベンヤミンが幼年時代から収集していた「絵

はがき」も、少年ベンヤミンにとってHofと同様の役

割を果たしていたと考えている。

*5　『パサージュ論』では、停車場は、パサージュなど

と並んで、「集団の夢の家」の一例として挙げられて

いる。「集団の夢の家とは、パサージュ、冬園、パノ

ラマ、工場、蝋人形館、カジノ、停車場などのこと

である。」［L1, 3］

*6　アドルノ―レックスロート稿には、「このロッジア

では、時間の経過そのものが何かある古めかしさを

帯びてきていた。」（GS Ⅳ, 295）という記述もある。

この箇所は、最終稿では「この場所そのものが帯び

るに至った古めかしさに、そうした品々はよく似合っ

ていた」（GS Ⅶ, 387）と書き直されている。

*7　このデジャ・ヴュに関する記述は、『ベルリンの幼

年時代』アドルノ稿やアドルノ―レックスロート稿
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では、「ある訃報」のなかに含まれていたが、最終稿

では削除されている。
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